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はじめに 

 

平成 28 年度の環境科学院の年次報告書を発行致します。 

 

平成 28 年度より第３期中期目標期間に入りました。この第 3 期中期目標期間中の改

組を目指し，第 2 期中期目標期間の最終年度後半から将来計画委員会を毎月のように開

催し，組織改編の議論を深めてまいりました。環境科学院は地球科学，生物科学，物質

科学を基礎に，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を行い，さらに，こ

れらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人を養成することを目的としています。

環境科学のような総合科学の推進とそれ対応する人材育成には，分野の垣根を取り払っ

て，分野を融合させていくことが必要です。他方，環境科学の基礎を成す学問分野を発

展させるには，その分野の中での真に先端的な教育研究が行える環境も重要です。これ

ら一見矛盾する 2 つの事柄を両立する体制の構築，および，北極域研究センターの参画

を得て本学の強み・特色の 1 つである北極域に関する教育研究を一つの柱に据えること，

それらに加え，国際化のさらなる推進を可能とする新組織を考えています。環境科学の

種々の側面と全体像を正しく把握した実務者の育成，また，個々の学問分野の最先端の

研究を行い，それらを他分野の人々と共に統合・推進していける広い視野を有した研究

者の育成等の必要性はさらに高まっていくものと思います。 

本報告書も，足下をしっかり見つめながらそのような組織整備を進めていくための資

料と致します。 

 

 

 

北海道大学大学院環境科学院長 

 久保川 厚 
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１ 沿革 

 
大学院環境科学研究科         

1977（昭和 52）年 

 

 

 4月 1日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4月 1日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4月 1日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4月 1日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4月 1日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3月 10日 管理棟・研究棟（現在の A棟）・実験棟（6,898㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10月 17日 大学院環境科学研究科創立 10周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2月 20日 大学院環境科学研究科創立 10周年記念公開シンポジウムを開催 

 

大学院地球環境科学研究科         

1993（平成 5）年  4月 1日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4月 1日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7月 14日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4月 1日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3月 16日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年   2月 9日 
英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2月 6日） 

 4月 1日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12月 2日 研究棟（現在の B棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10月 1日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10月 17日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11月 17日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1月 16日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1月 15日） 

2000（平成 12）年  3月 27日 研究棟（現在の C棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10月 25日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9月 29日 大学院地球環境科学研究科創立 10周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 

大学院環境科学院     

2005（平成 17）年  4月 1日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4月 1日 大学院環境科学院が設置される 

 4月 1日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     

2006（平成 18）年 8月 26日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6月 13日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11月 12日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               
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2009（平成 21）年 1月 9日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12月 24日 講義棟（614㎡）竣工 

2010（平成 22）年 2月 11日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3月 31日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4月 9日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9月 2日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3月 31日） 

10月 24日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10月 29日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11月 25日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 
2月 3日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4月 1日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4月 13日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10月 13日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12月 15日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3月 14日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4月 2日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5月 31日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間交流協

定を締結                                 

6月 25日 中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結         

9月 21日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12月 27日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年  1月 22日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1月 23日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7月 29日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2月 5日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3月 20日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9月 29日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2月 16日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12月 28日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3月 17日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

※：本沿革は、前年度までの年次報告書の内容を引き継ぎ新たに作成したものである 
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２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 

 

職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 

 
学院長 久保川 厚 

副学院長 大原  雅 

学院長補佐 松田 冬彦 

28.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 

 

専攻長 

山中 康裕 

人間・生態 

システム 

高田 壯則 

露崎 史朗 

渡邉 悌二 

 

藤井 賢彦 

石川  守 

白岩 孝行 

佐藤 友徳 

根岸淳二郎 

 川西 亮太 

 

 

環境適応科学 
古月 文志 豊田 和弘 

沖野 龍文 

 

 

 

実践環境科学 山中 康裕 

 

 

 

 

国際環境保全 田中 俊逸 藏崎 正明  

 

 

地球圏科学 

専攻 

 

専攻長 

渡辺  力 

大気海洋 

化学・ 

環境変遷学 

杉本 敦子 

吉川 久幸 

 

山本 正伸 

鈴木 光次 

山下 洋平 

西岡  純 

渡辺  豊 

関   宰 

亀山 宗彦 

 入野 智久 

宮﨑 雄三 

 

 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 

グレーベ， 

ラフル・ 

ギュンター 

杉山  慎  石井 吉之 

曽根 敏雄 

的場 澄人 

下山  宏 

飯塚 芳徳 

 

大気海洋物理

学・気候力学 

久保川 厚 

長谷部文雄 

谷本 陽一 

大島慶一郎 

江淵 直人 

三寺 史夫 

藤原 正智 

青木  茂 

堀之内 武 

深町  康 

吉森 正和 

中村 知裕 水田 元太 

豊田 威信 

川島 正行 

松村 義正 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 

専攻 

 

専攻長 

森川 正章 

 

生態系生物学 

原 登志彦 

福井  学 

隅田 明洋 

笠原 康裕 

落合 正則 

 大舘 智志 

小野 清美 

小島 久弥 

長谷川成明 

寺島 美亜 

 

生態遺伝学 
大原  雅 

鈴木  仁 

三浦  徹   吉田 磨仁 

分子生物学 
森川 正章 山崎 健一 

三輪 京子 

 鷲尾 健司  

植物生態学 甲山 隆司 工藤  岳  久保 拓弥  

動物生態学 
 野田 隆史 

小泉 逸郎 

   

海洋圏科学 

平石 智徳 

門谷  茂 

工藤  勲 

 

 

清水 宗敬   

水圏生物学 

上田  宏 

本村 泰三 

山羽 悦郎 

仲岡 雅裕 

宮下 和士 

宗原 弘幸 

長里千香子 

四ツ倉典滋 

三谷 曜子 

 山本  潤 

傳法  隆 

伊佐田智規 

 

森林圏環境学 

佐藤 冬樹 

日浦  勉 

齊藤  隆 

柴田 英昭 

吉田 俊也 

車  柱榮 

門松 昌彦 

植村  滋 

揚妻 直樹 

高木健太郎 

内海 俊介 

中路 達郎 

岸田  治 

中村 誠宏 

 野村  睦 

福澤加里部 

小林  真 

 

耕地圏科学 
荒木  肇 

山田 敏彦 

星野洋一郎 

河合 正人 

 平田 聡之 

三谷 朋弘 

 

環境物質科学

専攻 

 

専攻長 

神谷 裕一 

生体物質科学 
坂入 信夫 

松田 冬彦 

山田 幸司 

梅澤 大樹 

 諸角 達也  

ナノ環境材料 

小西 克明 

八木 一三 

神谷 裕一 

川口 俊一 

廣川  淳 

七分 勇勝 

 中田  耕 

加藤  優 

大友 亮一 

 

光電子科学 

中村 貴義 

ビジュ， 

ヴアスデヴア

ン ピライ 

野呂真一郎  久保 和也  

環境触媒化学 

大谷 文章 叶   深 

コワルスカ， 

エバ・カタルツ

イーナ 

 高島  舞  

 

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 
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４ 事務組織                              28.4.1 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 

徳山 雅一 

総 務 小島 将人 吉泉  綾 名取 晴香 
羽二生智恵（事務補佐員） 

斉藤 利奈（事務補助員） 

教 務 
佐藤 有希 

山下 昌利 
伊藤 郁子  

横内 宏美（事務補助員） 

田辺よどみ（事務補助員） 

会 計 富樫  弘  
吉備津侑加 

山内  拓 
本多 智子（事務補助員） 

図 書 長井 伸一       

研究院長室秘書 明戸 要枝（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                   28.4.1現在 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 
環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 

職指定 
事務 
選出 
委員 

事務 
所掌 

備考 

専攻長 
会議 

山中 康裕 渡辺  力 森川 正章 神谷 裕一 
副学院長 
学院長補佐 

学院長 専攻長  総務担当 
申合せ

で明記 

学院人事
委員会 

山中 康裕 渡辺  力 森川 正章 神谷 裕一 
副学院長 
学院長補佐 

学院長 専攻長  総務担当  

教務 
委員会 

根岸 淳二郎 渡辺  豊 鈴木  仁 小西 克明 
副学院長 
学院長補佐 

学院長 
全学教務委員 

（大原  雅） 
 教務担当 

内規で 

明記 

入学試験 
委員会 

山中 康裕 渡辺  力 森川 正章 神谷 裕一 
副学院長 
学院長補佐 

学院長 専攻長  教務担当 
内規で 

明記 

点検評価
委員会 

山中 康裕 渡辺  力 森川 正章 神谷 裕一 
副学院長 
学院長補佐 

学院長 専攻長 事務長 総務担当 
内規で 

明記 

将来計画
委員会 

山中 康裕 渡辺  力 森川 正章 神谷 裕一 
副学院長 
学院長補佐 

学院長 専攻長  総務担当  

安全管理
委員会 

山中 康裕 渡辺  力 森川 正章 坂入 信夫 
副学院長 
学院長補佐 

学院長 専攻長 事務長 会計担当  

広報 
委員会 

高田 壯則 亀山 宗彦 長谷川成明 七分 勇勝  学院長   総務担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

露崎 史朗
佐藤 友徳 

松村 義正 
入野 智久 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

梅澤 大樹
七分 勇勝 

    総務担当  

学生 
委員会 

石川  守 谷本 陽一 三輪 京子 小西 克明 学院長補佐 
全学学生委員 

（小西克明） 
  教務担当 

内規で 

明記 

留学生 
委員会 

豊田 和弘 長谷部文雄 工藤  岳 八木 一三 
副学院長 
学院長補佐 

学院長   教務担当 
内規で 

明記 

コース 
代表教員 

露崎 史朗 
沖野 龍文 
山中 康裕 
蔵崎 正明 

関   宰 
谷本 陽一 
杉山  慎 

原  登志彦 
鈴木   仁 
三輪 京子 
甲山 隆司 
野田 隆史 
工藤   勲 
宮下  和士 
日浦   勉 
星野洋一郎 

坂入 信夫 
小西 克明 
ビジュ， 
バスデバン 
ピライ 
大谷 文章 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 

 

平成２８年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）環境物質科学専攻 

平成２７年 ５月２５日（月） 

 

秋季入試：博士後期課程   平成２７年 ８月２４日（月） 

２５日（火） 

      修士課程（博士前期課程）  平成２７年 ８月２４日（月） 

２５日（火） 

 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 

平成２７年１０月２６日（月） 

 

春季入試：博士後期課程   平成２８年 ２月２３日（火） 

     修士課程（博士前期課程）  平成２８年 ２月２３日（火） 

２月２４日（水） 

 

１０月入学入試：博士後期課程  平成２８年 ８月２５日（木） 

２６日（金） 

            修士課程（博士前期課程） 平成２８年 ８月２５日（木） 

２６日（金） 

 

 

入試説明会 

 第１回      平成２７年 ５月２３日（土） 

２４日（日） 

２６日（火） 

第２回      平成２７年１０月２５日（日） 

                             ２７日（火） 

 第３回      平成２７年１２月 ８日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移  

 

７−１ 入学定員 

 
① 博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 

環境起学専攻 15 

地球圏科学専攻 14 

生物圏科学専攻 23 

環境物質科学専攻 11 

計 63 

 

② 修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 

環境起学専攻 44 

地球圏科学専攻 35 

生物圏科学専攻 52 

環境物質科学専攻 28 

計 159 

 

 

 

 

 

７−２ 入学者数 

 

① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 

専 攻 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

環境起学専攻  7（47％） 11（73％）  9（60％） 12（80％） 10（67％） 

地球圏科学専攻 10（71％）  7（50％）  7（50％） 11（79％） 7（50％） 

生物圏科学専攻 16（70％） 18（78％） 18（78％） 18（78％） 12（52％） 

環境物質科学専攻  9（82％）  9（82％）  4（36％） 9（82％） 5（46％） 

計 42（67％） 45（71％） 38（60％） 50（79％） 34（54％） 
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② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 

専 攻 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

環境起学専攻 26 （59％） 23 （52％） 35 （80％） 42 （96％） 46（105％） 

地球圏科学専攻 20 （57％） 27 （77％） 18 （51％） 31 （89％）  26 （74％） 

生物圏科学専攻 55（105%） 41 （79%） 48 （92%） 69（133%） 43 （83％） 

環境物質科学専攻 34（121％） 39（139％） 34（121％） 24 （86％）  31（111％） 

計 135 （85％） 130 （82％） 135 （85％） 166（104％） 146 （92％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 

 

 

７−３ 在籍者数 

 

① 博士後期課程 

（単位：人） 

専 攻 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

環境起学専攻 47 48 39 43 42 

地球圏科学専攻 49 40 39 39 37 

生物圏科学専攻 57 61 57 65 62 

環境物質科学専攻 28 32 25 28 23 

計 181 181 160 175 164 

 

② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 

専 攻 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

環境起学専攻 64 55 58 75 84 

地球圏科学専攻 58 50 47 51 62 

生物圏科学専攻 110 102 88 119 114 

環境物質科学専攻 68 75 79 61 59 

計 300 282 272 306 319 

（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 

 

８－１ 留学生数（全体） 

 

① 博士後期課程 

（単位：人） 

専 攻 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

環境起学専攻 21 21 17 23 21 

地球圏科学専攻 16 14 16 15 15 

生物圏科学専攻 14 12 9 11 10 

環境物質科学専攻 12 13 9 10 8 

計 63 60 51 59 54 

 

② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 

専 攻 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

環境起学専攻 12 14 18 37 51 

地球圏科学専攻 3 1 0 4 7 

生物圏科学専攻 3 5 7 12 12 

環境物質科学専攻 2 3 7 6 5 

計 20 23 32 59 75 

（注）各年度５月１日現在の数 
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８−２ 留学生数（国別） 

                       （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平成２８年５月１日現在の数 

  

地域 
日本語による 
国名・地域名 

留学生数 

博士後期 修士 

アジア 

インド 4  

インドネシア 3 6 

韓国 1 3 

タイ 1  

ベトナム 5 1 

台湾 1 2 

中国 17 47 

ネパール 2  

バングラデシュ 6 2 

フィリピン 3 1 

モンゴル 3 1 

アフリカ 

南アフリカ  1 

ギニア 1  

ケニア  2 

ナイジェリア  1 

モザンビーク  1 

エジプト 1  

マダガスカル 1  

北米 
アメリカ 1 1 

カナダ  1 

南米 

エクアドル  1 

コロンビア 1  

ペルー  1 

ヨーロッパ 

フランス 1  

ギリシャ  1 

ドイツ 1  

ハンガリー 1  

ロシア  1 

オセアニア ソロモン諸島  1 

計 54 75 
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８−３ 留学生の支援体制 

 
（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 
 

現地面接等による渡日前入学制度を利用して１１名（修士課程４名，博士後期課程７名）が入学した。 

 
 

（２）アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABEイニシアティブ）「修士課

程およびインターンシップ」プログラム推奨コースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査と

テレビ会議による面接）を実施し，平成２８年１０月に研究生５名が入学した。 

 

 

（３）太平洋島嶼国リーダー教育支援プログラム（PACIFIC―LEADS）推奨コースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成や書類審査と

テレビ会議による面接）を実施し，平成２８年１０月に研究生２名が入学した。 

 
 

（４）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 
 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究補助員経費を

負担する制度により，８名（継続７名，新規３名）の私費留学生を受入れた。年度末に研究発表会を

行った。地球環境科学研究院では，毎年２名相当分（年間６００万円強）について教員共通経費を充

てる制度を設けている。 

 
 

（５）JASSO 海外留学支援制度による短期留学生の受入 
 

「持続的国際環境保全を担う次世代人材育成とそのネットワーク化」として，１３名の留学生を受け

入れた。 

 
 

（６）大学の世界展開力強化事業 PARE プログラムによる特別聴講学生の受入 
 

「人口・活動・資源・環境の負の連環を転換させるフロンティア人材育成プログラム」として環境科

学院を含む複数の部局が参加し，本学院では２名の留学生を受け入れた。 

 
 

（７）大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムによる特別聴講学生の受入 
 

極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する専門家集団を育成する取組みとして，本学院

では２名の留学生を受け入れた。 
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Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 

環境適応科学コース 

実践環境科学コース 

国際環境保全コース 

 

地球圏科学専攻（３コース） 

大気海洋化学・環境変遷学コース 

雪氷・寒冷圏科学コース 

大気海洋物理学・気候力学コース 

 

生物圏科学専攻（９コース） 

生態系生物学コース 

生態遺伝学コース 

分子生物学コース 

植物生態学コース 

動物生態学コース 

海洋圏科学コース 

水圏生物学コース 

森林圏環境学コース 

耕地圏科学コース 

 

環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 

ナノ環境材料コース 

光電子科学コース 

環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 
修了要件 

修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 

博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 

 

 

環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 環境解析学総論 環境適応学総

論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源学特論 

気候変動影響特論 生態解析学特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 

流域環境学特論 保全生態学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 環境適応学特

論 環境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学

英語ライティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 実践環境科学演習Ⅱ（１単

位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ（１単位） 実践環境科学イ

ンターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシップⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

 

地球圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
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・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 

・ 古海洋学特論 対流圏化学特論 陸圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特

論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷

河・氷床学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷学特論 大気環境

科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候変動特論 気候動モデリ

ング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法特論 遠隔情報学特論 

・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 

・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

 

生物圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 

・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 生物生産学基礎論 

・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 

・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 

・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 

・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 

（選択必修科目）各２単位 

・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 

（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 

・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 

・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 

・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 

（選択科目） 

・環境科学総論（２単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 公開コースの開催 

 

１１－１ 平成 28 年度 大学の世界展開力強化事業 PARE プログラム 

本プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，北海道大学の農

学院，環境科学院，工学院，水産科学院，情報科学研究科およびサステイナビリティ学教育研究

センターが共同で申請・採択され，平成 24 年 10 月より開始した事業である。その目的は，ア

ジアの発展途上国で起こっている，人口・活動・資源・環境システム （PARE：Populations－

Activities－Resources－Environments）の負の連環を正に転換させ，国際的かつ分野横断的に

共働できる「フロンティア人材」を育成することにある。すなわち，「フィールド研究力，多様

性容認力，開拓力，課題解決力」の 4 つの力をもち，国際的な視野を持って活躍できるフロンテ

ィア人材育成を目指すものである。本学院では主にインドネシアのバンドン工科大学、ガジャマ

ダ大学、タイのカセサート大学、タマサート大学との間で双方向交流し，年間数名の学生の受け

入れと派遣を行う。 

平成 28 年度は，インドネシアのガジャマダ大学から 1 名を 6 か月の間受け入れた。 

 
 

１１－２ 南極学カリキュラム 

南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。H28年度はプログラムの基幹をなす，南極

学特別講義2科目と南極学特別実習3科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者7

名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。環境科学院を中心に，学内他分野

の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交流や幅広い知識獲得の機会となっている。 

本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 

 

過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 

 

南極学特別科目 H24 H25 H26 H27 H28 

特別講義I 61 54 49 34 33 

特別講義II 17 11 8 17 12 

特別実習I（スイス氷河実習） 11 9 9 10 12 

特別実習II（サロマ湖海氷実習） 実施せず 15 実施せず 9 実施せず 

特別実習III（野外行動技術実

習） 
57 

31 31 36 37 

特別実習IV（母子里雪氷実習） 5 8 8 14 15 

南極学修了証書 10 7 5 2 7 
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１１－３ 公開ラボ実習 

公開ラボ実習は，グローバルCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形

成」が主催して開始したもので，学生や若手研究者に対して，分析技術実習および周辺学問分

野の講義を行うものである。平成28年度は下記の安定同位体実習を実施した。 

 

安定同位体実習（平成28年10月19日～25日），参加者13名。環境科学院大学院生8名、工学院

大学院生1名、工学部1名、水産学部1名、他に、低温科学研究所と地球環境科学研究院博士研

究員それぞれ1名で、このうち7名が留学生(および外国出身の博士研究員)で、日本人の参加者

は6名であった。本実習は大学院共通授業科目「環境科学ラボ実習（安定同位体実習）」として

実施した。実習は参加者を４つのグループにわけて、ミニ研究プロジェクトを実施し、分析、

データ解析、成果発表を行った。実習の言語は基本的には英語で、自己紹介セミナー、講義、

成果発表は英語で行ったが、4つのグループのうち、２つは日本語のグループとし、一部の説

明や講義は日本語でも行った。 

 

 

１１－４ 大気と海洋と雪氷に関するスプリングスクール 

環境科学院は母体となる学部を持たない独立大学院のため，本学院の大学院生が学部学生と

つき合う機会は限られているが，このスプリングスクールの実施を通して学部学生の研究を指

導する経験を大学院生に積ませ，将来，研究プロジェクトを立案・遂行可能な研究者を養成する

ことを目的とする。また，学部学生にとっても，地球環境科学の研究の最前線を体験し，成果を

まとめて発表する手法を学んでもらうとともに，環境科学院を知ってもらい，将来の環境科学研

究を担う若手として成長を促すことも目的とした。 

第４回となる平成 28 年度では，平成 29 年３月６日（月）から９日（木）にかけて，「大気と

海洋と雪氷に関するスプリングスクール 2017」を北海道大学札幌キャンパス・環境科学院にて

開催した。参加者は，日本大学，法政大学，名城大学、宮城大学、東京都市大学、和歌山大学、

静岡大学からの８名で，文字通り全国の国公私立の大学から参加があった。 

本スプリングスクールでは，教員による大気と海洋と雪氷の概論に関する講義を受講したあ

と，体験プログラムを実施する内容とした。体験プログラムは以下の３コースを参加者全員が受

講した。 

 

「雪のプロフィールを調べてみよう」 

「雪の同位体を測ってみよう」 

「低気圧とジェット気流をシミュレーションしてみよう」 

 

どのコースにおいても，参加者はとても積極的で，主催者の当初の予想以上に熱心に取り組み，

コース毎のグループ発表では熱心な討議が行われた。参加者の意欲が高かったことに加え，大学

院生による準備が丁寧に練り上げたものだったことが，相乗効果として大きな盛り上がりにな

ったと考えている。修了式において参加者全員に修了書を授与した。 
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１１－５ 平成 28 年度 大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムおよび 

北極圏大学関連のプログラム 

本プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，環境科学院，工学

院，文学研究科，農学院，理学院が中心となって申請し，平成 26 年 10 月より開始した事業で

ある。 

ロシアの基幹 5 大学（ウラジオストクの極東連邦大学，ヤクーツクの北東連邦大学，ユジノサ

ハリンスクのサハリン国立大学，ハバロフスクの太平洋国立大学，イルクーツクのイルクーツク

国立大学）と北海道大学の複数大学院，北海道や極東ロシアの自治体，産業界の代表などで構成

されるコンソーシアム（East Russia-Japan Expert Education Consortium，以下 RJE3 コンソ

ーシアム）を構築し，極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する人材を育成するこ

とを目的としている。 

 

平成28年度は、下記の実習と集中講義を大学院共通講義として実施した。 

（１）RJE3 ヤクーツク野外実習（平成 28 年 8 月 1 日〜12 日）：RJE3 基礎科目の実習として

大学院共通科目として実施した。北海道大学から環境科学院から 7 名、農学院、工学院、

歯学院、生命科学院からそれぞれ１名、理学部から 1 名の計 12 名とロシア北東連邦大学

から 4 名の学生が参加した。また、講師陣として、環境科学院から 2 名の教員が現地に

赴き、講義・実習を分担した。永久凍土生態系に関する講義の他、参加者は４つのグルー

プに分かれてミニ研究プロジェクトを実施し、最終日に成果発表会を実施した。 

（２）北極圏大学永久凍土サマースクール（平成 28 年 8 月 1 日〜19 日） 

アラスカ大学をリーディング校とし、UNIS、北海道大学がサポートしてたちあげた北極

圏大学 Thematic Network on Permafrost のサマースクールをヤクーツクにおいて、上

記の RJE3 ヤクーツク野外実習とジョイントで開催した。参加者は 14 名（うち 3 名が環

境科学院）で、参加者は、ノルウェー、米国、英国、ドイツ、インド、モンゴル、中国か

ら学生が参加した。8 月 12 日までの講義は上記 RJE3 サマースクールと合同で行い、

RJE3 サマースクール修了後、さらに 1 週間をフィールドワークと成果発表会の準備、最

終日に成果発表会を行った。8 月 13 日〜19 日の実習期間に対して、北東連邦大学が発行

した単位を環境科学院で 1 単位として認定した。 

（３）RJE3 基礎科目（平成 28 年 8 月 22 日〜26 日）：上記のヤクーツク野外実習への参加者

に加え、ロシアの他の４大学と礼文および札幌でのサマースクールに参加した北海道大

学の学生計 31 名（北大生 14 名、ロシア 5 大学からの留学生 17 名）が参加した。参加学

生は、北海道・極東・北極圏の歴史と文化、自然環境、生活環境と地域開発、経済・国際

関係についての講義を受講し、５つのグループに分かれてそれぞれ２つのトピックスを

選択し、それらについてグループ討論を行い、最終日にそのまとめを発表した。環境科学

院からは 2 名の教員が講義を担当するとともに、環境科学院の研究室訪問を実施し、実

験や分析設備の見学を含めて研究内容を紹介した。 

（４）RJE3 専門科目：基礎科目に参加したロシアからの学生のうち 10 名が北海道大学に半年

間滞在し、専門科目の講義を履修した。環境科学院には 2 名（北東連邦大学とサハリン国

立大学からそれぞれ 1 名）の学生が滞在した。 
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１１－６ 平成 28年度海外ラーニングサテライト事業「国際環境保全活動に向け

て本学およびインドネシア大学院生の人材育成」 
 

実習テーマ:：化学物質により汚染された環境のアセスメントと修復 

開催日：平成28 年7 月18～29日 

参加者：北海道大学学生 4名（修士課程 3名・博士課程 1名）、インドネシアガジャマダ

大学学生 8名（修士課程）、 計14 名 

講 師：8 名（北海道大学5名，ガジャマダ大学 3名） 

 

海外ラーニングサテライト事業として、本年度は北大において、インドネシアからの教員と学

生を交えて講義と実習からなるプログラムを実施した。これはプログラムをガジャマダ大学と

北大とで交互に行うことにより交流の実質化を図ろうとするものであり、昨年のガジャマダ大

学に引き続いて本学で実施されたものである。10日間にわたりガジャマダ大学の教員と北大の

教員によって機器分析と吸着材作製法、水環境汚染とその除去法等に関する講義が行われた。

実習では新規吸着材の試作とその汚染除去能の検討が行われた。また、水処理のための吸着機

構に関する知識を深めるため札幌市の水再生プラザ及び下水道博物館の見学も行った。プログ

ラムはすべて英語で行われ、講師の補助のもと参加者が実習テーマに取り組み、得られた結果

をグループワークで議論しながらまとめ発表した。修了者には環境科学院「国際環境科学研究

I」あるいは「国際環境科学特別研究I」の単位（2 単位）が与えられた。 

 

 

 

 

１２ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 

①平成２８年度地球環境科学研究院・環境科学院 FD 研修会「国際的な教育プログラム構築に

向けて」 

    開催日時：平成２８年１２月１３日（火）１３：００～１４：３０ 

  出席者数：１９名 

 

②平成２８年度地球環境科学研究院・環境科学院ハラスメント予防 FD 研修会 

 開催日時：平成２９年１月５日（木）１４：３０～１５：３０ 

 出席者数：４２名 
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Ⅳ 成  果 
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１３ 学位取得状況 

１３−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

Interaction between plant colonizers and ectomycorrhizal fungi through nitrogen transfer in the early stages of volcanic succession（火山遷

移初期段階における窒素移動を介した定着植物と菌根菌の相互作用）權 台五（人間・生態システム） 

Pathogen transmission models in clonal plant population－Analysis on the effects of superinfection and seed reproduction－（クローナル植

物個体群における病原体伝染モデル－重複感染と種子繁殖が与える影響の解析－）酒井 佑槙（人間・生態システム） 

New secondary metabolites from marine cyanobacteria of the genus Moorea collected in Malaysia and Saudi Arabia（マレーシアおよびサウ

ジアラビア由来海洋ラン藻Moorea属から得られた新規２次代謝産物）LOPEZ, JULIUS ADAM VELASCO（環境適応科学） 

Synthesis of a humic acid-silica gel as a low cost adsorbent for uranium and thorium removal from wastewater（汚染水からウランとトリ

ウムを除去する経済的な吸着剤としてのフミン酸-シリカゲル複合体の合成）Erik Prasetyo（国際環境保全） 

Evaluation and characterization of leaf litter decomposition patterns in ecological succession（生態遷移におけるリター分解

パターンの評価と特徴）大瀧 みちる（論文博士） 

 

地球圏科学専攻 

Thermokarst lake dynamics in the continuous and isolated permafrost zones, Mongolia（モンゴル連続永久凍土帯と点在的永久凍土帯に

おけるサーモカルスト湖の変動）Adiya SARUULZAYA（大気海洋化学・環境変遷学） 

Study on nitrogen cycle with special reference to spatial variations in plant and soil nitrogen isotope ratios at forest-grassland boundary in 

northern Mongolia（モンゴル北部森林-草原境界域における植物と土壌の窒素同位体比を用いた窒素サイクルの研究）藤吉 

麗（大気海洋化学・環境変遷学） 

Hydroxy fatty acids as fingerprint biomarkers for the atmospheric transport of soil microorganisms and terrestrial higher plant metabolites（土

壌微生物と陸上高等植物代謝物質の大気輸送バイオマーカーとしてのヒドロキシ脂肪酸）Tyagi Poonam（大気海洋化学・環

境変遷学） 

Identification of hydroxy and keto-dicarboxylic acids in remote marine aerosols: Implications for photochemical formation and transformation 

of water-soluble organic aerosols（外洋エアロゾル中のヒドロキシおよびケトジカルボン酸の同定：水溶性有機エアロゾルの

光化学的生成と変質への関係）Divyavani（大気海洋化学・環境変遷学） 

Molecular compositions and seasonal variations of organic compounds in atmospheric aerosols from subarctic Alaska（亜北極アラスカに

おける大気エアロゾル中の有機化合物組成と季節変動）Haque Md.Mozammel（大気海洋化学・環境変遷学） 

アラスカ・ランゲル山アイスコアから復元した北部北太平洋域への陸域起源物質沈着に関する研究（A study on depositions of 

crustal materials onto the northern North Pacific reconstructed from an ice core drilled at Mount Wrangell, Alaska）佐々木 央岳（雪

氷・寒冷圏科学） 

Frontal ablation of Glaciar Perito Moreno, a lake-terminating glacier in Patagonia（パタゴニア氷原ペリート・モレノ氷河における末端

消耗）箕輪 昌紘（雪氷・寒冷圏科学） 

Studies on formation and variability of Antarctic coastal polynyas taking account of ice type（海氷タイプに着目した南極沿岸ポリニヤの

形成・変動機構に関する研究）中田 和輝（大気海洋物理学・気候力学） 

Underwater frazil ice formation associated with supercooling in coastal polynyas — The role in high ice production and material cycle —（沿

岸ポリニヤにおける過冷却に伴う海中でのフラジルアイス生成－高海氷生産と物質循環への役割－）伊藤 優人（大気海洋

物理学・気候力学） 

Studies on lake ice thickness evolution with emphasis on roles of snow at Lake Abashiri, Hokkaido, Japan（北海道網走湖における湖氷の

氷厚発達過程および雪の役割に関する研究）大畑 有（大気海洋物理学・気候力学） 

A study to develop a new wind estimation method to elucidate the general circulation of the Venus atmosphere（金星大気大

循環の解明に向けた新たな風速推定手法の開発に関する研究）池川 慎一（論文博士） 
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生物圏科学専攻 

Clarification of vegetation dynamics in alpine ecosystems under climate change: Responses of Pinus pumila and snow-meadow communities

（気候変動下における高山生態系の植生動態の解明：ハイマツと湿生草原群落の応答）雨谷 教弘（植物生態学） 

Dynamic properties of subalpine coniferous forests in Nepal Himalaya and Hokkaido（ネパール・ヒマラヤと北海道の亜高山帯針葉樹林

の動態特性）Tiwari Ravi Mohan（植物生態学） 

Paternal roles on the facultative multiple breeding of Japanese tit（日和見的な複数回繁殖における雄の役割:シジュウカラ野外個体群

の長期研究を通して）乃美 大佑（動物生態学） 

海洋環境モニタリングとコンブ標本の窒素安定同位体比より推定する北海道日本海における栄養塩供給特性の歴史的評価（Historical 

evaluation of nutrient supply characteristics of the Japan Sea off Hokkaido with the hydrographic monitoring and δ15N records in paleo-

Saccharina specimens）栗林 貴範（海洋圏科学） 

亜寒帯汽水湖における低次生産過程に果たす基礎生産者の多様性と懸濁物食性二枚貝の役割に関する研究 ―現地観測と数値

モデルの融合―（Studies on the role of primary producer diversity and suspension-feeding bivalves in the lower trophic ecosystem in 

subarctic estuaries and lagoons –integration between field observation and numerical modelling-）阿部 博哉（海洋圏科学） 

亜寒帯汽水湖（風蓮湖）における微細藻類バイオマスの空間変動：植物プランクトン，底生微細藻類，付着藻類の同時定量に基

づいた多面的評価（Spatial changes in microalgal biomass in a subarctic estuary (Lake Furen):multidimensional evaluation based on 

concurrent quantification of phytoplankton, microphytobenthos, and epiphytes）辻 泰世（海洋圏科学） 

Acoustic estimation of standing stock and distribution of hairtail Trichiurus japonicus in Bungo Channel, Japan（音響手法を用いた日本豊後

水道域におけるタチウオTrichiurus japonicusの現存量及び分布域の推定）高 宛愉（水圏生物学） 

音響手法を用いたアマモ場の分布および生態系サービスの定量化に関する研究（Study on distribution and ecosystem services 

quantification of seagrass beds using acoustic method）園木 詩織（水圏生物学） 

Study on characteristics and variations of Saccharina japonica forests distribution around the Tsugaru Strait by acoustic method（音響手法を

用いた津軽海峡周辺のマコンブ場の分布特性および変動に関する研究）邵 花梅（水圏生物学） 

北海道東部沿岸海域を中心としたカマイルカの分布と生息環境に関する研究（Studies on spatial distribution and habitat of Pacific 

white-sided dolphins in eastern Hokkaido, Japan）岩原 由佳（水圏生物学） 

Chemotaxis and phototaxis of gametes in brown algae having two heterogeneous flagella（2本の異質鞭毛を有する褐藻配偶子の走化性

と走光性）木ノ下 菜々（水圏生物学） 

Molecular developmental mechanisms of soldier-specific morphogenesis in a termite（シロアリにおける兵隊特異的な形態形成の分子発

生機構）杉目 康広（生態遺伝学） 

Theoretical and empirical examinations of multiple paternity as an index of multiple male mating （複数オス交尾の指標としてのマルチ

プルパタニティに関する理論的、実証的研究）若林 紘子（森林圏環境学） 

The effects of large-scale N fertilization on the interaction between plants and herbivorous insects in a deciduous broad-leaved forest（落葉

広葉樹林における大規模窒素施肥が植物と植食性昆虫の相互作用に与える効果）李 真（森林圏環境学） 

Studies on the influences of trees and understory vegetation on the soil nitrogen dynamics in a cool-temperate mixed forest（冷温帯混交林

における土壌窒素動態に対する樹木と下層植生の影響に関する研究）井上 貴央（森林圏環境学） 

Ecological impacts of predator gigantism: experimental studies using cannibalistic salamanders（捕食者の巨大化の生態学的影響：共食い

するサンショウウオを用いた実験研究）髙津 邦夫（森林圏環境学） 

The potential of witloof chicory (Cicnorium intybus L.) for stimulating the utilization of biomass resources derived from livestock wastes（畜

産廃棄物系バイオマス資源活用に適したチコリの特性）熊野 貴宏（耕地圏科学） 

Evaluation of wild genetic resources and development of tissue culture system in Actinidia species（Actinidia属植物における野生遺伝資源

の評価と組織培養系の開発に関する研究）朝倉 一星（耕地圏科学） 

Morphological and molecular systematics of Southeast Asian spiny rats (genus  Maxomys) with descriptions of two new 

species from Indonesia（未記載種２種を含む東南アジア産トゲネズミ類（Maxomys属）の形態学的並びに分子系統学的研

究）ANANG SETIAWAN ACHMADI（論文博士） 
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環境物質科学専攻 

Mechanistic study of formic acid oxidation reaction on noble metal electrodes（貴金属電極におけるギ酸酸化反応機構に関する研究）

矢口 桃（ナノ環境材料） 

動的構造を有する超分子結晶のデザインと物性（Design and physical properties of supramolecular crystals with dynamic structure）大

島 雄（光電子科学） 

Study of molecular structure on carbon surface in nonaqueous electrolyte solution by sum frequency generation vibrational spectroscopy（非

水電解質溶液中におけるカーボン表面の分子構造に関する和周波発生振動分光研究）彭 奇齢（環境触媒化学） 

Synthesis and characterization of water soluble EDTA-linked chitosan as a flocculant for the removal of heavy metal ions（水溶性EDTA結

合キトサンの合成と重金属イオン凝集除去のための特性評価）藤田 彩華（論文博士） 

Total synthesis of dolastatin 16（ドラスタチン16の全合成 ）LOIDA OLORES CASALME（論文博士） 

グラフェンシートの機能化に資する分子修飾法の最適化とその機構（Optimization and reaction mechanism of molecular modification 

on graphene sheet for functionalization）佐藤 祐輔（論文博士） 

  



 - 30 - 

１３－２ 修士論文題目一覧 

環境起学専攻 

Forest cover change and participatory forest management of Lembus Forest, Kenya（ケニア，レンバス・フォーレストの森林被覆変化

と住民参加型管理） Kimutai, Donald Kipruto（人間・生態システム） 

都市河川•豊平川の溶存物質流出特性 郭 銘玉（人間・生態システム） 

Study on the improvement of electronic waste problems in Thailand(タイにおける電子廃棄物問題の改善に向けた研究） 川添 優（人

間・生態システム） 

湧水涵養域における河川溶存成分の解析 牛 潤華（人間・生態システム） 

遊泳海域レジャーの持続可能性の検証～宮古群島 下地島・中の島ビーチ保全活動を例として～ 澤田 恵梨子（人間・生態シ

ステム） 

岩手県大槌町の特性を考慮した小水力発電ポテンシャルの見積もり 澤舘 隆宏（人間・生態システム） 

Introduction of renewable energy in the crop production -A case study in asparagus fusekomi forcing culture-（農作物生産における再生可

能エネルギー導入に関する研究－アスパラガス伏せ込み生産の事例－) 曾 傑（人間・生態システム） 

河床間隙水湧出が河川河畔生態系に及ぼす影響（Effects of hyporheic water upwelling on river and riparian ecosystems） 宋 媛媛

（人間・生態システム） 

河川由来の物質が沿岸に与える影響〜網走川・網走湾の事例〜（The impact of riverine substances on coastal water in the Abashiri Bay） 

武市 あゆみ（人間・生態システム） 

衛星データを用いた全球の過去３4年間における植生活動と気象要素の関係（The relationship between global vegetation activity and 

meteorological factors in the past 34 years using satellite data） 玉本 誠（人間・生態システム） 

自然湿原が河川の溶存物質供給に果たす役割 張 健（人間・生態システム） 

Seasonal variation of precipitation water sources over Indian and East Asian summer monsoon regions investigated by colored moisture 

analysis(色水解析法を用いた夏季インドモンスーンおよび東アジアモンスーン地域における降水起源の季節変化) 張 興

（人間・生態システム） 

果物由来有機酸によるホタテウロ中のカドミウムの抽出 李 哲（環境適応科学） 

ポリビニルアルコール重合体を用いた芳香族化合物の吸着 長谷島 憲助（環境適応科学） 

電気化学的手法によるアルミニウム材料を用いたリン回収に関する研究 鎌田 詢也（環境適応科学） 

A Halogenated Secondary Metabolite from Marine Cyanobacteria Collected in Sabah, Malaysia（マレーシアサバ州由来の海洋シアノバ

クテリアから得られたハロゲン化２次代謝産物） Krisridwany Annisa（環境適応科学） 

Effects of catechin-fed lactating dams with high fat diet on the metabolism and inflammation in the hypothalamus of offsprings(授乳期にお

けるカテキン及び脂肪摂取による次世代の肥満及び視床下部炎症に及ぼす影響) 関谷 祥子（環境適応科学） 

タンニン内包アルギン酸ゲルビーズを用いたクロムの吸着除去 高橋 慧良（環境適応科学） 

ニホンウナギ産卵海域の海水成分分析とフェロモン作用物質の探索 福井 佑梨（環境適応科学） 

琵琶湖200mコア堆積物中のヒ素、鉄、マンガン含有量の垂直分布測定ー古水深変動の指標として 劉 笛（環境適応科学） 

大学院教育における「環境」科目 - 北海道大学のシラバスを用いた分析事例 - 三井 翔太（実践環境科学） 

小学校・NPO・教育委員会が連携した自然体験学習－栗山町の取組と小学校における実践－ 髙橋 界（実践環境科学） 

北海道を訪れる外国人個人観光客が持つ北海道に対する認識 談 小璇（実践環境科学） 

国際感覚に関する教育プログラムの開発 ー占冠村の小学校における実践ー 劉 穎（実践環境科学） 

Characterizing solar resource potential for photovoltaic applications in Kenya with focus on variability using Meteosat satellite data(Meteosat

衛星を用いたケニアにおける太陽光発電ポテンシャル量の変動性の特徴) Kariuki Boniface Wainaina（国際環境保全） 

Assessment of saltwater intrusion in Kien Giang Province, Viet Nam（ベトナム・キエンザン省における塩水浸透の評価） Nguyen 

Nhan Tuan（国際環境保全） 
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The impacts of international tourists' seasonality on sustainable tourism development in Niseko（ニセコにおける持続的ツーリズムに与

える海外からの観光客の季節性の影響） 徐 玲（国際環境保全） 

Environmental management for rehabilitation of post mining in the Solomon islands（ソロモン諸島における廃鉱山のリハビリテーショ

ンのための環境管理） Danitofea Edward Jonathan（国際環境保全） 

Study on material cycling in the coastal waters and the role of the Kiritappu Wetland, in Hamanaka Town, Hokkaido: An analysis using surf 

clam (Pseudocardium sachalinense) as an environmental indicator(北海道浜中町沿岸域における物質循環と霧多布湿原の役割に関

する研究：環境指標としてホッキガイ（Pseudocardium sachalinense)を用いた解析) 巴 鑫（国際環境保全） 

Assessing small hydropower potential in Indonesia: from environmental and economic perspectives(インドネシアにおける小水力発電の

可能性評価: 環境性・経済性の観点から) Rospriandana Naufal（国際環境保全） 

Application of theory of planned behavior to develop sustainable tourism: A case of Chinese tourists to Norway(持続可能な観光業に向け

た計画行動理論の適用：中国人観光客によるノル ウェー旅行の事例) 施 明荟（国際環境保全） 

Boron content and XRD measurements of Lake Ogawara core sediments as an indicator of paleo-salinity change during the past several 

millennia（小川原湖コア堆積物のホウ素含有量とＸＲＤ分析—過去数千年間の古塩分濃度変動の指標として） 聶 氷清（国

際環境保全） 

Spatial modelling of Mongolian permafrost using statistical and stochastic approaches(モンゴルにおける統計的及び確率論的手法を用い

た永久凍土の空間分布モデリング) 奈良 拓弥（国際環境保全） 

Investigation of factors affecting water characteristics of the Kahayan and Sebangau Rivers in Central Kalimantan, Indonesia（インドネシ

ア中央カリマンタン島のカハヤン川及びセバンガウ川の水質に影響を与える因子に関する調査研究） Permana Anggraini 

Rizki（国際環境保全） 

 

 

地球圏科学専攻 

Biomass burning history in the East Asia during the last 4 million years deduced from elemental carbon variability at IODP Site U1423 (IODP 

U1423地点の元素状炭素変動から見た過去400万年間の東アジアにおけるバイオマス燃焼史) 芦  松（大気海洋化学・環境

変遷学） 

溶存硫化ジメチル濃度測定に用いられるサンプリング手法の再評価 稲川 満穂実（大気海洋化学・環境変遷学） 

Photo-degradation of Marine Dissolved Organic Matter（海洋溶存有機物の光分解） 亀岡 敏明（大気海洋化学・環境変遷学） 

ボルネオ島泥炭分析による過去4000年間の古環境復元 菊池 隼史（大気海洋化学・環境変遷学） 

東シベリア永久凍土帯タイガ林カラマツの年輪酸素同位体比の変動要因 島田 光（大気海洋化学・環境変遷学） 

Effects of snow cover change on taiga forest ecosystem（積雪量変化がダイガ林生態系に及ぼす影響） Shakhmatov Ruslan（大気海

洋化学・環境変遷学） 

大気中におけるギ酸・酢酸の起源と気相-粒子相分配 菅 彩乃（大気海洋化学・環境変遷学） 

更新世におけるＣ３／Ｃ４植物植生比を制御する因子の検討 土屋 優子（大気海洋化学・環境変遷学） 

日米間の貨物船を用いた北太平洋表層のハプト藻類の現存量と多様性の時空間変化の評価 鶴本 千尋（大気海洋化学・環境変

遷学） 

Ratios of BC/CO, CH4/CO, and CO/CO2 observed in Rishiri Island and Sapporo, northern Japan and their controlling factors（利尻と札幌で

観測された大気BC/CO、CH4/CO、CO/CO2比とそれらの支配要因について） 董 楽（大気海洋化学・環境変遷学） 

Distribution and dynamics of dissolved black carbon in marine environments (海洋における燃焼起源溶存有機物の分布と動態) 中根 

基裕（大気海洋化学・環境変遷学） 

過剰窒素量指標N2*を用いた北太平洋亜寒帯海域及び南極海域における窒素収支の比較 中野 雄登（大気海洋化学・環境変遷

学） 

遊離アミノ酸および遊離単糖類添加に対する海洋従属栄養細菌群集の組成変化 中谷 理愛（大気海洋化学・環境変遷学） 

黒潮域における鉄・主要栄養塩の分布と供給 牧 和幸（大気海洋化学・環境変遷学） 

春季の西部北太平洋亜寒帯域における溶存有機物の分布 水野 優（大気海洋化学・環境変遷学） 
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グリーンランド北西部における氷床から海洋への融解水流出 松野 智（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド南東ドームコアの水安定同位体比解析 古川 崚仁（雪氷・寒冷圏科学） 

ネパールヒマラヤ・トランバウ氷河における1980-2016年の表面標高変化 森本 直矢（雪氷・寒冷圏科学） 

グライダーとリモートセンサーを用いた下部対流圏内の乱れの観測的研究 佐藤 博紀（大気海洋物理学・気候力学） 

GPS可降水量を用いた日本各地の可降水量の極値に関する統計解析 木村 光佑（大気海洋物理学・気候力学） 

レーダと地上観測データを用いた降雪形成過程と電気的活動度の関係解明 近藤 春彦（大気海洋物理学・気候力学） 

総観規模の大気循環場が北海道内陸における霧の発生に与える影響 秋武 琢也（大気海洋物理学・気候力学） 

西岸境界流続流ジェットに注目した大気海洋相互作用の研究 淺野 稜（大気海洋物理学・気候力学） 

衛星SAR画像を用いたオホーツク海南部における海氷の力学的成長に関する研究 石山 惇応（大気海洋物理学・気候力学） 

数値実験による竜巻をもたらす寒冷前線の研究 加渡 佑輔（大気海洋物理学・気候力学） 

南極海ケープダンレーポリニヤにおける海氷生産量と高密度陸棚水の関係 柑谷 大佑（大気海洋物理学・気候力学） 

対流圏化学再解析データを用いた東アジア及び太平洋における成層圏対流圏大気交換の研究 席 浩森（大気海洋物理学・気候

力学） 

中緯度の対流圏界面付近の擾乱と下層の降水の関係についての研究 舘野 愛実（大気海洋物理学・気候力学） 

ベーリング海における海氷生産量のマッピングと経年変動に関する研究 田丸 直也（大気海洋物理学・気候力学） 

地球温暖化の停滞（ハイエイタス）と海面熱フラックスの長期変化との関係 八田 和奏（大気海洋物理学・気候力学） 

Bering Slope Currentとその周辺で生成する渦の季節変動 平野 洋一（大気海洋物理学・気候力学） 

太平洋の塩分と熱収支の変化が赤道水温躍層に与える影響 光川 祐平（大気海洋物理学・気候力学） 

太平洋の十年規模変動がインド洋に与える影響と温暖化による変化 宮地 友麻（大気海洋物理学・気候力学） 

 

生物圏科学専攻 

Characterization of bacteria isolated from an oligotrophic freshwater lake（貧栄養湖の湖水から分離された細菌の特徴づけ） 

岡本 怜（生態系生物学） 

Comparative study on evolutionary dynamics based on mitochondrial DNA sequences in small mammals of the Japanese 

Islands(ミトコンドリアDNA変異に基づく日本列島産小型哺乳類の進化的動態の比較) 本田 明日香（生態遺伝学） 

Physiological mechanisms regulating the differentiation of supplementary reproductives in the damp-wood termite （オオ

シロアリにおける補充生殖虫分化を制御する生理機構） 小口 晃平（生態遺伝学） 

Coat color variation and evolutionary patterns of Asip in mammals（哺乳類の毛色変異と毛色関連遺伝子Asipの進化） 佐久

間 有希（生態遺伝学） 

Expression analyses of chemoreceptor genes among castes and sexes in the damp-wood termite(オオシロアリにおける化学

受容系遺伝子のカースト・雌雄間発現解析) 髙柳 耀（生態遺伝学） 

The study of population genetic structure of moles in the Japanese Islands(日本産モグラ類の遺伝的集団構造についての研

究) 中本 あずさ（生態遺伝学） 

Biological roles of endosymbionts in the wing polyphenism of the pea aphid（エンドウヒゲナガアブラムシの翅多型における

内部共生細菌ブフネラの役割） 舩津 貴成（生態遺伝学） 

Amino acid evolution of the mitochondrial DNA in Cetartiodactyla（鯨偶蹄類におけるミトコンドリアＤＮＡのアミノ酸置換

速度） 森 智子（生態遺伝学） 

植物成長促進因子を生産する Acinetobacter calcoaceticus P23の培養条件の検討 岩田 あゆみ（分子生物学） 

Cellular components involved in the biofilm formation of Thermococcus kodakaraensis KOD1（Thermococcus kodakaraensis 

KOD1のバイオフィルム形成に関与する細胞成分） 小原 薬子（分子生物学） 
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"The development of estrogen rhizoremediation by Lemna minor and Rhodococcus zopfii Y 50158（ウキクサ Lemna minor

と細菌 Rhodococcus zopfii Y 50158を利用したエストロゲン根圏浄化技術の開発） 川畑 亜美（分子生物学）" 

イネに集積する異なる形状の非晶質シリカの化学的な構造比較 小瀬 義樹（分子生物学） 

試験管内遺伝子高速アセンブリー法の開発 齋藤 憲介（分子生物学） 

シロイヌナズナにおけるホウ素の新規機能およびリン欠乏耐性付与遺伝子の探索 千葉 大介（分子生物学） 

中東石油基地オイルスラッジ処分地の菌叢解析と好熱菌の単離 宮平 勝人（分子生物学） 

異なる積雪環境に生育するミヤマキンバイの繁殖形質と遺伝構造の比較 鬼澤 康太（植物生態学） 

同所的に生育する針葉樹2種の樹形推移の個体間変異 柿本 健吾（植物生態学） 

Reproductive system of gynodioecious plants: female function of hermaphrodites（雌性両全性異株植物の繁殖様式：両性株の

雌機能の評価） 柴田 あかり（植物生態学） 

"Population and shoot properties of coexisting two Betula species in a Mongolian woodland steppe（モンゴルの疎林ステッ

プにおけるカバノキ属2種の個体群とシュート特性） Bayarsaikhan Demidkhorloo（植物生態学）" 

The effects of shrub patch sizes on the colonization of pioneer plants on the volcano Mount Koma, northern Japan（渡島駒

ヶ岳における遷移初期植物定着に対する低木パッチサイズの効果） Mukhlish JAMAL Musa Holle（植物生態学） 

Seasonal timing of downstream movement in partially migratory stream-dwelling Dolly Varden（部分回遊型オショロコマ

における降下移動の季節性） Ayer Gardner Christopher  （動物生態学） 

Coexistence mechanisms in rocky intertidal sessile assemblages along a vertical gradient（垂直勾配に沿った岩礁潮間帯固

着生物群集における共存メカニズム） 立花 道草（動物生態学） 

陸奥湾における貧栄養化の要因とその対策ー付着生物に着目してー 陳 世傑（海洋圏科学） 

風蓮湖干潟堆積物中の底生微細藻類現存量および各種炭素源別炭素含有量の時空間分布特性 杉田 あかね（海洋圏科学） 

亜寒帯汽水湖 (風蓮湖) の溶存成分ダイナミクスにおける河川水と海草の役割評価 田村 航士（海洋圏科学） 

栄養塩取り込み活性からみた忍路湾における海藻群落の形成要因 寺本 成美（海洋圏科学） 

二枚貝養殖の盛んな半開放性内湾における物質循環過程の解明 矢田部 創（海洋圏科学） 

陸奥湾の底層における硝化活性に与える堆積物の影響評価 渡部 友日（海洋圏科学） 

カマイルカの潜水行動における日周性の海域間比較 石井 緑（水圏生物学） 

標津川におけるサケの河川進入および遡上に関する研究 磯田 隼佑（水圏生物学） 

スケトウダラ日本海北部系群幼魚の分布特性に関する研究 梅津 武（水圏生物学） 

Molecular phylogenetic and morphological studies on the intraspecific variation in Taranetz's spiny 

lumpsucker, Eumicrotremus taranetzi Perminov, 1936（ナメダンゴの種内変異に関する分子系統学的・形態学的研究） 

大友 洋平（水圏生物学） 

夏季カムチャッカ浅海域に出現するカジカ亜目仔稚魚の分類学的研究 荻野 瑛乃（水圏生物学） 

北海道襟裳岬に生息するゼニガタアザラシ未成熟個体の食性と行動の季節変化 片山 誓花（水圏生物学） 

褐藻遊泳細胞におけるマスチゴネマ形成過程 片山 侑希（水圏生物学） 

ゼニガタアザラシ飼育個体の学習に関する研究：新奇物体に対する反応行動の変化 木村 舞子（水圏生物学） 

イトウと、ニジマスおよびカットスロートトラウトとの２倍体、３倍体種間雑種に関する発生生物学的研究 熊谷 基（水圏生

物学） 

日本周辺海域におけるジンベエザメの回遊生態に関する研究 田代 郷史（水圏生物学） 
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Seasonal acoustic presence of fin and bowhead whales and relationships with the marine environment in the southern 

Chukchi Sea(チャクチ海南部におけるナガスおよびホッキョククジラの鳴音の季節的な出現と海洋環境との関係に関する

研究) 辻井 浩希（水圏生物学） 

The effect of vertical and horizontal microhabitat structure on predation pressure for small crustaceans in eelgrass bed（ア

マモ場の垂直・水平構造が小型甲殻類に対する捕食圧に与える効果） 寺西 琢矢（水圏生物学） 

Physiological studies on effects of thyroid hormones on the imprinting in chum salmon（シロザケにおける甲状腺ホルモンの

母川記銘に与える影響に関する生理学的研究） 中村 太朗（水圏生物学） 

大きな変動を示すスウェーデンのタイリクヤチネズミ（Myodes rufocanus）個体群における遺伝的な空間構造の把握 荒井 冬

香（森林圏環境学） 

針広混交林集水域における林冠葉の窒素濃度の空間分布 井上 華央（森林圏環境学） 

種子散布制限と採食圧が森林植物群集の定着過程に及ぼす効果 植竹 倫子（森林圏環境学） 

Foraging traits of native predators determine their vulnerability to a toxic alien prey（有毒な外来餌種に対する在来捕食者

種の脆弱性はその採餌特性によって決まる） Kazila Evangelia（森林圏環境学） 

気象・非気象要因が北方針広混交林の38年間の動態に及ぼす影響 佐藤 郷（森林圏環境学） 

Effects of genotypic diversity of mountain birch on ecosystem function and insect community（ダケカンバの遺伝的多様性が

生態系機能と昆虫群集に与える影響） 山 冰沁（森林圏環境学） 

全国各地の森林リターおよび表層土壌に含まれる水銀の分布 近政 孝哉（森林圏環境学） 

食肉類のタメ糞の特徴：タメ糞場の選好性に注目して 仲澤 悠子（森林圏環境学） 

Combined effects of hydrochemical features and nutrient retention abilities on the intraspecific variability in resprouting 

of Alnus japonica in mire ecosystem（水質と養分再吸収能が湿原内に生育するハンノキの萌芽動態に及ぼす影響） 見原 

悠美（森林圏環境学） 

Study on characteristics of perennial invasive weed grasses for weed control management in grasslands(牧草地の雑草管理

に向ける多年生侵入雑草に関する研究) 陳  綱汶（耕地圏科学） 

Hairy vetch use as an alternative organic fertilizer in fresh-market tomato production（生食用トマト生産における代替有機

質肥料としてのヘアリーベッチの利用） Muchanga Rafael Alexandre（耕地圏科学） 

Temperature control by using natural heat resource for chicory production in summer（夏季チコリー生産のための自然熱源

を利用した温度環境制御） 鵜野 哲郎（耕地圏科学） 

複数の緑肥処理によるホウレンソウの萎凋病抑制と生育促進に関する研究 漆畑 裕次郎（耕地圏科学） 

Effect of root zone temperature on plant growth, flower developmment and fruit productivity in high sugar content tomato

（高糖度トマトにおける生育、花器発達および果実生産に及ぼす根域温度の影響） 紀井 俊太郎（耕地圏科学） 

Analysis of endosperm development and its utilization for endosperm culture in Rubus species（キイチゴ属植物の胚乳発達

の解析および胚乳培養への応用） 金 政泰（耕地圏科学） 

固液分離した乳牛糞尿由来の有機液肥の活用 中林 亜紀良（耕地圏科学） 

ハスカップを用いた種間交雑時の胚乳発達の組織学的観察と胚乳分化の分子機構に関する研究 二木 和幸（耕地圏科学） 

北海道の春コムギ栽培体系におけるヘアリーベッチ導入の養分循環への効果 野口 大輔（耕地圏科学） 

分子系統解析による野生二倍体集団と植物標本を用いたハスカップの遺伝的多様性に関する研究 平井 涼太（耕地圏科学） 

バイオマス資源作物ススキの寒冷地での開花や収量などの特性評価 廣野 未沙子（耕地圏科学） 
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環境物質科学専攻 

Mytilipin C の全合成研究 小倉 陽佑（生体物質科学） 

IPS細胞表面に存在する糖鎖の合成研究 川野 貴宏（生体物質科学） 

Omaezallene誘導体の合成研究 甘中 美帆（生体物質科学） 

二ヨウ化サマリウムを用いた新規環化反応の開発 鈴木 惇哉（生体物質科学） 

ザンビア・カブウェ鉱山周辺の水試料の鉛及び鉛同位体比分析 中野 翔太（生体物質科学） 

酵素反応を用いた水媒体中で浮沈する吸収材料の開発 中村 建太（生体物質科学） 

紅藻マギレソゾLaurencia saitoi由来トリテルペノイドの生合成経路 正木 志良（生体物質科学） 

有機触媒を用いる環化反応の開発 八城 駿平（生体物質科学） 

Dolastatin 16誘導体の合成研究 山内 有紗（生体物質科学） 

水環境中における大腸菌の検出と除去技術の開発 矢嶋 健人（ナノ環境材料） 

外縁部に金錯体を導入した新奇ポルフィリンの合成と特性 有馬 隆（ナノ環境材料） 

有機シラン修飾によるシリカ担持固体酸の酸触媒特性変化 金 源兌（ナノ環境材料） 

ナノ粒子電極触媒の硝酸還元活性 荒木 愛（ナノ環境材料） 

Snを修飾した金属単結晶電極を用いた硝酸イオン還元 奥井 学（ナノ環境材料） 

種々のティアラ型環状金属チオラートの包接能評価 小澤 駿（ナノ環境材料） 

水中アンモニウムイオンのオゾン酸化分解に触媒活性を示すCo3O4の粒子形態制御による高活性化 草野 友美（ナノ環境材料） 

担持パラジウム-金触媒によるエチレンの酸化的アセトキシル化 小船 茉理奈（ナノ環境材料） 

Au(111)表面に成膜した単層グラフェンへの電気化学的分子修飾 丹野 駿（ナノ環境材料） 

Pt-Ni合金ナノ構造体の調製とその酸素還元活性 徳田 翔一（ナノ環境材料） 

可溶性Auチオラート配位高分子の構造規制と光学特性 松峰 陸（ナノ環境材料） 

チタン水素化物を用いた固相反応法による低次チタン酸化物の合成と触媒機能開拓 三栖 紗也香（ナノ環境材料） 

アイオノマー複合化金属担持カーボン電極の撥水性とその酸素還元活性 矢野 祥平（ナノ環境材料） 

欠損型ポリオキソメタレートを配位子とする多核金属錯体の結晶構造と磁性 西出 大輔（光電子科学） 

極低濃度オゾン環境における不飽和リン脂質単分子膜の安定性：末端官能基の影響に関する検討 梁 益民（環境触媒化学） 

DME溶媒中における酸素還元反応：リチウム空気電池の基礎研究 周 瑩瑩（環境触媒化学） 

水中硝酸イオン還元反応における担持ニッケル触媒への亜鉛添加効果 瀧澤 大（環境触媒化学） 
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１３−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

平成２８年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成２６年４月 

入学者 
28 11 39.3 

 

※ 修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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１４ 研究成果発表状況 

 １４−１査読有り論文 

 

平成 28 年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修了者

も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月／日）を表し

ており、受理された年度（4 月 1 日−3 月 31 日）で分けている。なお、教員のみの業績については各部局

の報告等に所載するため掲載していない。なお、専攻を跨いでいる業績に関しては、*印を付けている（以

下同じ）。 

 

環境起学専攻 

Casalme, L. O., Yamauchi, A., Sato, A., Petitbois, J. G., Nogata, Y., Yoshimura, E., Okino, T., 

Umezawa, T., Matsuda, F.  (2017) Total synthesis and biological activity of dolastatin 16. 

Organic & Biomolecular Chemistry 15, 1140–1150. (2016/12/27)* 

Higuchi, Y., Yamanaka, Y. (2017) Knowledge sharing between academic researchers and tourism 

practitioners: a Japanese study of the practical value of embeddedness, trust and co-creation. 

Journal of Sustainable Tourism 25(10), 1456–1473. (2017/1/24) 

Hossain, M. K. F. B., Sikder, M. T., Rahman, M. M., Uddin, M. K., Kurasaki, M. (2017) Investigation 

of chromium removal efficacy from tannery effluent by synthesized chitosan from crab shell. 

Arabian Journal for Science and Engineering, 42(4), 1569–1577. (2017/1/19) 

Ikeda, K., Doi, H., Tanaka, K., Kawai, T., Negishi, J. N. (2016) Using environmental DNA to detect 

an endangered crayfish Cambaroides japonicus in streams. Conservation Genetics Resources, 

8, 231–234. (2016/5/17) 

Islam, M. S., Sikder, M. T., Kurasaki, M. (2017) Potential of Micranthemum umbrosum for 

phytofiltration of organic arsenic species from oxic water environment. International Journal of 

Environmental Science and Technology, 14(2), 285–290. (2016/9/28) 

Kimutai, D. K., Watanabe, T.  (2016) Forest-cover change and Participatory Forest Management of 

the Lembus Forest, Kenya. Environments, 3(3), 20. (2016/7/18) 

Kwon, T., Tsuyuzaki, S. (2016) Differences in nitrogen redistribution between early and late plant 

colonizers through ectomycorrhizal fungi on the volcano Mount Koma. Ecological Research, 

31(4), 557–567. (2016/4/19) 

Miura, K., Watanabe, N., Negishi, J. N. (2016) Leaf litter patches in stream create overwintering 

habitats for Ezo brown frog (Rana pirica). Limnology, 18(1), 9–16. (2016/5/9) 

Muhib, M. I., Chowdhury, M. A. Z., Easha, N. J., Rahman, M. M., Shammi Mashura, Fardous Zeenath, 

Bari, M. L., Uddin, M. K., Kurasaki, M., Alam, M. K. (2016) Investigation of heavy metal 

contents in cow milk samples from area of Dhaka, Bangladesh. International Journal of Food 

Contamination, 3, 16. (2016/9/29) 

Otaki, M., Takeuchi, F., Tsuyuzaki, S. (2016) Changes in microbial community composition in the leaf 

litter of successional communities after volcanic eruptions of Mount Usu, northern Japan. 

Journal of Mountain Science, 13(9), 1652–1662. (2016/5/6) 

Prasetyo, E., Toyoda, K. (2016) Sol–gel synthesis of a humic acid-silica gel composite material as low-

cost adsorbent for thorium and uranium removal. Journal of Radioanalytical and Nuclear 

Chemistry, 310(1), 69–80.  

Rahman, M. M., Sime, S. A., Hossain, M. A., Shammi M., Uddin, M. K., Sikder, M. T., Kurasaki, M. 

(2017) Removal of pollutants from water by using single-walled carbon nanotubes (SWCNTs) 

and multi-walled carbon nanotubes (MWCNTs). Arabian Journal for Science and Engineering, 

42(1), 261–269. (2016/8/17) 

Rospriandana, N., Fujii, M. (2017) Assessment of small hydropower potential in the Ciwidey 

subwatershed, Indonesia: a GIS and hydrological modeling approach. Hydrological Research 

Letters, 11(1), 6–11. (2016/12/3) 

Sakai, Y., Takada, T. (2016) Pathogen propagation model with superinfection in vegetatively 

propagated plants on lattice space. PLoS ONE 11(5), e0154883. (2016/4/20) 
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Saruulzaya, A., Ishikawa, M., Jambaljav, Y. (2016) Thermokarst lake changes in the southern fringe 

of Siberian permafrost region in Mongolia using Corona, Landsat, and ALOS Satellite Imagery 

from 1962 to 2007. Advances in Remote Sensing 5(4), 215–231. (2016/10/29) 

Sikder, M. T., Hossain, Z., Pingki, P. B., Biswas, J. D., Rahman, M. M., Hossain, M. S., Saito, T., 

Kurasaki, M. (2017) Development of low-cost indigenous filtration system for urban sullage: 

assessment of reusability. Future Cities and Environment, 2, 5. (2016/4/25) 

Tanaka, A., Aneksampant, A., Iwai, H., Fukushima, M., Yamamoto, M., Tanaka, S. (2016) Elution 

behaviors of iron from hematite to seawater during the oxidative polymerization of humic 

precursors. Proceedings of 18th International Conference of International Humic Substances 

Society (IHSS).  

Terui, A., Akasaka, T., Negishi, J. N., Uemura, F., Nakamura, F. (2016) Species-specific use of 
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鈴木惇哉, 宮野奈津美, 梅澤大樹, 松田冬彦, 2016 年 9 月 14 日, 2 ヨウ化サマリウムを用いるカイニン酸

およびアロ-カイニン酸の全合成, 第 58 回天然有機化合物討論会, 仙台, 口頭 

鈴木惇哉, 梅澤大樹, 松田冬彦, 2016 年 7 月 23 日, 二ヨウ化サマリウムを用いた新規環化反応の開発, 

日本化学会北海道支部 2016 年夏季研究発表会, 室蘭, 口頭 

齋藤僚, 加藤優, 八木一三, 2017 年 1 月 17 日-18 日, Pt(111)電極におけるアイオノマー薄膜の吸脱着挙

動 , 化学系学協会北海道支部 2017 年冬季研究発表会, 札幌, ポスター 

齋藤僚, 加藤優, 八木一三, 2017 年 3 月 25 日, 電極におけるアイオノマー膜厚の影響評価, 電気化学会

第 84 回大会, 八王子, 口頭 
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１４−４ 受賞 

 

環境起学専攻 

Watanabe, N., Negishi, J., 2016 年 11 月 1 日, ベストポスター, 第 19 回河川生態学術研究発表会 

 

 

地球圏科学専攻 

ミュラー アストリッド, 2016 年 10 月 14 日, 日本大気化学会 第 22 回大気化学討論会 学生優秀発表賞, 

Effects of seasonal changes in biogenic emissions on the hygroscopic and cloud condensation 

nuclei (CCN) properties of submicron aerosols in a cool-temperate forest 

伊藤薫, 2017 年 2 月 22 日, the Aota Masaaki Award 2017, The 32nd International Symposium on 

Okhotsk Sea & Polar Oceans, 2017 

簗場大将, 2016 年 11 月 12 日, 学生優秀発表賞, 第 38 回陸水物理研究会帯広大会 

 

 

生物圏科学専攻 

Kazila, E., 2017 年 3 月 3 日, 2016 年度日本生態学会北海道地区会 若手奨励賞 

Kazila, E., 2017 年 3 月 6 日, Best Award (ESJ64 English Presentation Award), 日本生態学会第 64 回

全国大会での英語口頭発表賞 

Mihara, Y., Yabe, K., Uemura, S., 2017 年 3 月 15 日, 日本生態学会第 64 回大会ポスター賞優秀賞 （群

落・遷移・更新部門）, Can intraspecific variability of resprouting be explained by the seasonal 

nutrient allocation in dwarfing alder Alnus japonica? 

Tomiyasu, M., 2016 年 11 月 22 日, Student Best Presentation Award at the 10th Annual Meeting of 

Asian Fisheries Acoustics Society 

井上華央, 2017 年 3 月 17 日, 第 128 回日本森林学会大会ポスター賞（立地部門）, 針広混交林集水域に

おける林冠葉の窒素濃度の空間分布パターン 

近政孝哉, 2017 年 3 月 17 日, 第 128 回日本森林学会大会ポスター賞（立地部門）, 全国各地の森林リタ

ーおよび表層土壌に含まれる水銀の分布 

船川寛矢, 三輪京子, 2016 年 10 月 4 日, 新学術領域「植物細胞壁機能」若手ワークショップ・第 10 回

細胞壁ネットワーク研究会 優秀発表賞 

大平昌史, 2017 年 3 月 15 日, 日本生態学会第 64 回大会ポスター賞最優秀賞（外来種部門） 

中本あずさ, 原田正史, 篠原明男, 土屋公幸, 鈴木仁, 2016 年 9 月 30 日, 日本哺乳類学会 2016 年度大会 

最優秀ポスター賞 

内田健太, 山崎嵩拓, 2016 年 10 月 29 日, 都市計画学会北海道支部平成 28 年度研究発表会 発表セッシ

ョン一般部門「新規性」 ＊優秀賞, 公園とその周辺環境の違いが生物の行動に及ぼす影響 -帯広

市の都市公園におけるエゾリスの人間に対する逃避距離に着目して-  

内田健太, 嶌本樹, 柳川久, 小泉逸郎, 2016 年 9 月 25 日, 日本哺乳類学会 2016 年度大会 学生口頭発表 

つくば賞, 都市のエゾリスは捕食者の違いに応じて逃避距離を変えるか？ 

内田葉子, 北広島森の倶楽部 ゴマシジミ研究部, 大原雅, 2017 年 3 月 3 日, 2016 年度日本生態学会北海

道地区会 若手研究奨励賞, ゴマシジミとナガボノシロワレモコウの共生関係 -花穂の切除実験に

よる補償効果の検証- 

富安信, 2016 年 7 月 11 日, 日本海洋政策学会 第 8 回「海の日」論文 優秀賞, 海洋生物の行動と水中音

波通信を応用したリアルタイムな海洋環境調査 

 

＜平成 27 年度報告書以前の記載漏れ＞ 

柴田あかり, 2016 年 3 月 22 日, 日本生態学会第 63 回仙台大会ポスター賞優秀賞, ナニワズの性的二型

性：両性株と雌株の表現型と繁殖成功度の比較 
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環境物質科学専攻 

奥井学, 2016 年 9 月 26 日, 日本化学会 平成 28 年度夏季 北海道支部優秀講演賞, スズで修飾した金属

単結晶電極を用いた硝酸還元 

岩崎光紘, 2016 年 12 月 8 日, 第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016 優秀ポスター発表賞（無機化学・分析化

学部門）, 芳香族π電子系を利用したサブナノ金クラスターの特性チューニング 

新田明央, 2016 年 11 月 15 日, 第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016 優秀ポスター発表賞（材料化学部門）, 

金属酸化物粉末を同定・評価する指紋としての電子トラップ密度のエネルギー分布解析 

新田明央, 2016 年 11 月 23 日, 電気化学会北海道支部・東海支部合同セミナー 最優秀ポスター賞 

杉内瑞穂, 2016 年 12 月 8 日, 第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016 優秀ポスター発表賞（無機化学・分析化

学部門）, 分子性 Au クラスターの集合体形成に伴う蛍光/リン光スイッチング 

杉内瑞穂, 2016 年 9 月 16 日, 第 65 回高分子討論会 優秀ポスター賞 

杉内瑞穂, 2016 年 9 月 3 日, 2016 年度北海道高分子若手研究会 優秀ポスター発表賞 

川口俊一, 君島忠男, 李光磊, 2016 年 10 月 25 日, 平成 28 年度北海道地方発明表彰 文部科学大臣賞, 自

己組織化法によるフッ素成膜（特許第 5857145 号） 

竹内脩悟, 2016 年 11 月 15 日, 第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016 優秀ポスター発表賞（触媒化学部門）, 

超高光強度連続光源による不均一系光触媒反応における多電子移動機構の解析 

竹内脩悟, 2016 年 5 月 25 日, 第 32 回ライラックセミナー・第 22 回若手研究者交流会 最優秀ポスター

賞, 超高光強度連続光源をもちいる不均一系光触媒反応速度の光強度依存性解析 

竹内脩悟, 2017 年 2 月 28 日, Faraday Discussion: Artificial Photosynthesis Faraday Division Poster 

Award 

長尾昌紀, 2016 年 11 月 21 日, 第 35 回固体・表面光化学討論会 優秀ポスター賞 
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１５ 修了後の進路 

１５－１ 博士後期課程修了者 
 

平成２８年度修了者（平成２９年５月１日現在） 

 

就職先別統計 
農業・林業 1，漁業 1，建設業 1，製造業 1，情報通信業 1，学術研究，専門・技術サービス 9，教育・

学習支援 1，公務員 4，その他 3，計 22 

 

主な進路 

環境起学専攻 

LIPI 

 

地球圏科学専攻 

（株）工学気象研究所，Institute of Geography and Geoecology, Mongolian Academy of Science，山形大学農学

部，㈱スカイ３６５，(一財)リモート・センシング技術センター，北海道大学，中部大学，サーモフィッシャーサ

イエンティフィック株式会社，日本学術振興会特別研究員 

 

生物圏化学専攻 

北海道原子力環境センター，宮城県庁，べジョー ジャパン，株式会社エコニクス，道総研水産研究本部中央水

産試験場，静岡大学，住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社，いであ（㈱），WDB エウレカ株式会社，農

林水産省横浜植物防疫所 

 

環境物質科学専攻 

独立行政法人農林水産消費安全技術センター  
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１５−２ 修士（博士前期）課程修了者 
 

平成２８年度（平成２９年５月１日現在） 

 

就職先別統計 
博士後期課程進学（他大学院を含む） 20，農業・林業 5，漁業 2，建設業 3，製造業 33，電気・ガス・

熱・水道 5，情報通信業 6，運輸・郵便 5，卸売・小売 9，金融・保険 2，不動産・物品賃貸 2，学術研

究，専門・技術サービス 15，生活関連サービス・娯楽 1，教育・学習支援 11，複合サービス 3，公務員 

8，その他 5， 計 135 

 

 

主な進路 

環境起学専攻 

アビームコンサルティング株式会社，（株）日本エコでんき，ケニア国家警察本部・総合任務部隊，Jomo 

Kenyatta University of Agriculture and Technology，Vietnam National Mekong Committee Office，環境省

（ソロモン諸島），Pricewaterhousecoopers Indonesia，株式会社 OPEN HOUSE，asin 集団，ダイハツ工業株式会

社，日本国土開発株式会社，株式会社キトー，富士通株式会社，玉野総合コンサルタント株式会社，デロイトト

ーマツ，日立化成株式会社，SCSK，住友重機械工業，私立星野学園，日産自動車，春秋航空日本，日本航空株式

会社 

 

地球圏科学専攻 

日本インサイトテクノロジー株式会社，個別指導塾スタンダード ，シロキ工業株式会社，日本コンピューターサ

イエンス株式会社，コスモエネルギーホールディングス（株），千葉県教員，日本放送協会，株式会社ニトリ，

株式会社野村総合研究所，北海道旅客鉄道（株），北海道コカ・コーラボトリング株式会社，北海道電力株式会

社，ニチハ株式会社，（株）島津製作所，西部ガス，千葉県立天羽高校，当麻町町役場，(株)西松屋チェーン，

ウェザーニューズ株式会社，(一財)リモート・センシング技術センター，日本プロセス㈱，気象庁，稲畑産業株

式会社，ドーコン 

 

生物圏科学専攻 

加森観光，アコーディア・ゴルフ，株式会社アルファ水工コンサルタンツ，兵庫県高校教員，北海道大学，大和

証券株式会社，札幌市役所，香川県立高校教員，大阪府高校教員，北海道立高等学校，株式会社 林原，㈱タカ

ヤマ，タカラバイオ（株），岩手県庁，沖縄県庁，（株）環境保全サイエンス，トライ産業株式会社，エスペッ

ク株式会社，千代田工業，双日株式会社，エステム，商船三井，今治造船株式会社，物林株式会社，明治産業株

式会社，水産庁，カネダイ，川崎汽船株式会社，地方独立行政法人 北海道立総合研究機構，アミタホールディ

ングス株式会社，アクセンチュア，秋田県庁，UpHonest Capital，株式会社テクノプロ，㈱エコニクス，林野庁 

関東森林管理局，北海道庁，タキイ種苗(株)，住商アグリビジネス株式会社，SOLIZE Engineering株式会社，ヤ

ンマー株式会社，ヤマザキビスケット株式会社，日本放送協会 

 

環境物質科学専攻 

サンデンホールディングス株式会社，一般社団法人 日本海事検定協会，有機合成薬品工業株式会社，株式会社

コガネイ，クインタイルズ・トランスナショナル・ジャパン株式会社，浜理薬品工業株式会社，アジレント・テ

クノロジー株式会社，三菱マテリアルズ株式会社，日本原燃株式会社，北海道三井化学株式会社，日立化成株式

会社，独立行政法人農林水産消費安全技術センター，北海道教育委員会，FDK 株式会社，株式会社デンソー，トヨ

タ自動車株式会社，住友化学株式会社，株式会社村田製作所，永大産業株式会社，日本製紙株式会社，伊藤忠商

事株式会社 
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Ⅴ 補  遺 
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１６ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の規

定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下「通

則」という。）第４条第４項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通則第10

条第１項各号のいずれかに，通則第４条第４項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課程」とい

う。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が入

学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを許

可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目を

設けることができる。 

（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に

必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 
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（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導

を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の

審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者について

は，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，他の専攻，研究科，他の学院若しくは教育部の専攻又は

学部の授業科目を指定して履修させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課程

の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあ

っては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，博士

後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士

論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者

については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程

における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程

における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期間」と，

「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年の在学

期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替えて，前項の規

定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定により，

大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博士課

程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単位以

上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格すること

とする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年以上在学

すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 

２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）におい

て学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年を

超えないものとする。 

 

（入学前の既修得単位の認定） 
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第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生

が，本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得し

た単位（科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学の大学

院若しくは国際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における授業科目の

履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位

以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，第６条

第１項又は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に行

う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修了

の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学者

に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定める。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 
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附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第92号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学大学院環境科学院規

程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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別表（第５条関係） 

 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 

地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 

環境解析学総論 2 

生態解析学特論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

保全生態学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 2 

環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 

環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

実践環境科学総論Ⅰ 2 

実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 
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実践環境科学実習Ⅱ 

実践環境科学インターンシップⅠ 

1 

2 

 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 

 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅰ 4 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古海洋学特論 2 

対流圏化学特論 2 

陸圏物質循環学特論 2 

古気候変動学特論 2 

大気圏化学特論 2 

化学海洋学特論 2 

海洋生物地球化学特論 2 

環境分析化学特論 2 

生物地球科学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 

理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 

極域海洋学特論 

2 

2 
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大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単位

以上を修得すること。 

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 

分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 

フィールド科学基礎論 2 

生物生産学基礎論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 
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環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

植物生態学特論Ⅰ 2 

植物生態学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目から

8単位以上を含み，合計30単位以上を

修得すること。ただし，環境物質科学

実習Ⅰ及び環境物質科学実習Ⅱの単位

は，修了に必要な単位数に算入するこ

とができない。 

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 

環境物質科学基礎論Ⅲ 2 

（選択必修科目）  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 
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生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

（選択科目）  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  

環境科学総論 2 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

（選択科目）  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 
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１７ 予算 

 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

平成２８年度 １０，５６０ 

 

 

 

１８ 安全管理 

 

実施項目 防災訓練 

実施日 ６月１日 

実施内容：化学薬品吸着剤の取り扱い，排風機の取り扱い，AEDの使用方法，防火・防災に関するス

ライド上映 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月〜５月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １０月〜１１月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止するため，また省エネルギーの意識

高揚を目的に，全ての実験室・居室等を対象に実施 

 

 

１９ 国際交流協定 
 

部局間交流協定 

 
国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 

Chicago 

平成5年7月14日  

2 インドネシア共和国 
パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成15年11月21日) ※ 

3 英国（イギリス） 
ノッティンガム大学  

University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日） 

 

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 

University 

平成9年10月17日 
（更新：平成16年1月20日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 

University 

平成9年11月17日 ※ 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 

Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日） 
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7 中華民国（台湾） 
国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  

※ 

8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 

University 

平成24年6月25日  

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 

Utah 

平成25年1月22日  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学 熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 

Universiti Malaysia Sabah 
平成26年2月5日  

12 マレーシア 

マレーシア大学テレンガヌ校 海洋科学・環境科学
部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 

Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

13 ノルウェー王国 
オスロ大学 地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 

平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学 理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 

and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋
研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 

its San Diego campus’s Scripps Institution of 

Oceanography 

平成28年3月17日  

※：後日大学間交流締結 

※：本一覧は、前年度までの年次報告書の内容を引き継ぎ新たに作成したものである 

 

 

 

大学間交流協定 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 
ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 

 

2 大韓民国 
釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 
オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 

 

4 アメリカ合衆国 
ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 

 

5 インドネシア共和国 
パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 

※ 

6 スイス連邦 
スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 

※ 

7 ロシア連邦 

極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 

（現 極東連邦大学 

Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日） 

 

8 オーストラリア連邦 
タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日  

9 ドイツ連邦共和国  
ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日  

10 中華人民共和国 
蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日  
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11 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 ※ 

12 中華人民共和国 
東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 ※ 

13 中華人民共和国 
厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日  

14 中華人民共和国 
中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日  

15 中華人民共和国 
西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日  

16 中華民国（台湾） 
国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日  

17 ロシア連邦 
北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日  

18 大韓民国 
成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日  

19 中華民国（台湾） 
国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日  

20 インドネシア共和国 
バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  

平成26年3月20日  

21 フィリピン共和国 
フィリピン大学 
The University of The Philippines 

平成26年7月16日 ※ 

※：責任部局として参画 
※：本一覧は、前年度までの年次報告書の内容を引き継ぎ新たに作成したものである 

 

 

 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院環境科学院 

年 次 報 告 書 

平成２８年度 

 

 

平成２９年９月発行 

 

発行者 北海道大学大学院環境科学院 

〒060-0810 

札幌市北区北１０条西５丁目 

TEL 011-706-2202 

URL http://www.ees.hokudai.ac.jp/ 

 
 

 


